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○ 講演会等／Lectures at NISTEP
・ 5/14 「次世代ビジネスモデルにおける科学技術の位置づけ」
前田客員総括研究官（ソニー株式会社）
○ 主要来訪者一覧／Foreign Visitors to NISTEP
・ 5/14 Dr. Sadok Chithis（インド大使館参事官）
○ 海外出張
・ 4/28-5/4 平澤第２調査研究グループ総括主任研究官 （米国）
・ 5/25-5/31 榊原第１調査研究グループ総括主任研究官 （英国）
編集後記
当研究所の機関評価委員会が開催された。委員会では、評価を行う側(委員)が評価終了後
に、研究所側と意見交換することに十分な意義を感じるように、また、評価される側(研究所)に
とっても、各委員のご意見により得るべきものが多かった、と感じることができるような運営を目
指したいといったような発言があったように思う。
研究所からの発信情報が、受信側(読者)に活用され、その反響が発信側の調査研究活動に
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反映されることが、活力ある情報サイクルのあり方であろう。政策研の発信に対しても、読者の
ご支援ご協力に期待すること大である。
本号では「調査資料・データ」速報を掲載する。これは、各国別の科学技術関連の国際比較を
まとめた、調査資料・データNo.55の紹介であるが、折りしも行革基本法が成立し、読者の関心
も高いことから、当面する課題別に整理し、調査担当者の若干のコメントも含めた形で執筆依
頼した。なお、科学技術関連の課題別国際比較についても同様、調査資料・データとして、引
き続き刊行する予定である。
さて、当研究所では創立10周年を記念して、記念誌の刊行及び国際シンポジウムを開催す
る。記念誌については、これまでの科学技術政策研究10年の研究成果に立脚し、さらに、今
後の科学技術政策全般を展望した論文を中心に構成されており、創立記念日である7月に刊
行する予定である。
本政策研ニュースも創立10周年を機により見易く、より速報性を目指して、大幅な見直しを行う
予定である。引き続きご支援を賜れば幸いである。（Y）
トップへ
14
